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Ａ．研究目的 

SFTSVは、ブニヤウイルス科フレボウイルス

属に分類され、主にダニに刺されることによ

り感染するダニ媒介性感染症であり、発熱、消

化器症状（食欲低下、嘔気、嘔吐、下痢、腹痛）

を主徴として、その他神経症状、リンパ節腫脹、

皮下出血、下血などの出血症状を引き起こし、

致死率は 6.3～30％になることから、公衆衛生

上重要な疾病となっている。 

今回、愛玩動物（犬及び猫）、野生動物（イ

ノシシ及びシカ）の血清又は血漿を対象とし

て、SFTSV 抗体を ELISA 法により検出するこ

とで、現在の徳島県における SFTSV の浸潤状

況を調査し、結果を基に、SFTS ウイルスにお

けるリスクマップを作成する。さらに、この調

査研究結果等を基にパンフレットを作成し、

県内の病院、動物病院及び動物愛護センター

などに配布することにより、マダニ媒介性感

染症等の動物由来感染症に関する啓発、予防

を通じて、県民へワンヘルスという理念を浸

透させ、普及啓発のモデル事例構築を図る。 

産業動物においては、2011 年の中国の患者

発生地域での調査で、牛 60.5%、豚 3.1%、鶏

47.4%がSFTSV抗体を保有しているという報告

がある。しかし、日本での家畜の調査では、島

根県及び広島市のと畜場で処理された牛につ

いて調査報告があるが、調査報告数は少ない。

このことから、県内のと畜場で処理されたヒ

ト患者発生地域で飼育された産業動物（牛及

び豚）の血清を対象として、SFTS ウイルス抗
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体を ELISA 法により検出することで産業動物

における SFTSV の抗体保有状況を把握し、消

費者及びと畜場関係者等の食肉取扱業者への

感染リスクを明らかにする。 

 

Ｂ．研究方法 

１）検体 

 愛玩動物（犬及び猫）は、県内の動物病院 12

カ所、猫 TNR 専門動物病院 1 カ所及び動物愛

護管理センターに検体の採取を依頼し、犬

1,064検体、猫 721検体について、ELISA検査

を実施した。 

 野生動物（イノシシ及びシカ）は、狩猟者及

びジビエ処理加工施設に血液採取を依頼する

とともに、家畜保健衛生所で豚熱検査に供さ

れるイノシシ血清の分与を受け、イノシシ 449

検体、シカ 30 検体について、ELISA 検査及び

RT-PCR検査を実施した。 

産業動物（牛及び豚）は、県内のと畜場で血

液を採取し、牛 249 検体、豚 215 検体につい

て、ELISA検査を実施した。 

２）ELISA法 

 陽性抗原として、SFTSV HB29 感染 Huh7 細

胞、陰性抗原として、Mock Huh7細胞を使用し、

2 次 抗 体 と し て 、 PierceTM Recombinant 

Protein A/G,Peroxidase Conjugated(Thermo 

Fisher Scientific社製)、発色液として、KPL 

ABTSⓇ Peroxidase Substrate 2-Component 

System (SeraCare Life Sciences 社製)を用

いて ELISA を実施した。判定方法は、陽性抗

原吸光度から陰性抗原吸光度を差し引いた OD

値を算出し、犬及び猫では 0.5 以上、シカで

は 0.39 以上、イノシシでは 0.16 以上を陽性

と判定した。 

３）RT―PCR法 

 イノシシ及びシカの血清 140μL から

QIAamp Viral RNA MINI Kits（QIAGEN社製）

を用いて RNA を抽出し、S 分節特異的プライ

マーを用いて検査した。 

 SFTSV-S7F 及び SFTSV-S7R プライマーを用

いた方法では、125bp 付近に PCR 産物が検出

されたものを陽性、SFTSV-S2F及び SFTSV-S2R

プライマーを用いた方法では、201bp 付近に

PCR 産物が検出されたものを陽性と判定した。 

４）リスクマップ作成 

愛玩動物及び野生動物の陽性個体飼育場所、

検体採取場所を地図上にプロットし、徳島県

の SFTSリスクマップを作成する。さらにリス

クマップを基に県民への啓発用パンフレット

を作成する。 

 

（倫理面への配慮） 

特になし 

 

Ｃ．研究結果 

１）愛玩動物（犬及び猫） 

犬 1,064 検体中 15 検体が陽性で陽性率は

1.4％、猫 721検体中 4検体が陽性で陽性率は

0.6％だった。（表１） 

また、飼育地域別に見ると犬では、西部、

東部、南部の全地域において陽性が確認さ

れ、猫では、西部、東部において陽性が確認

された。（表２） 

さらに、年齢で比較すると陽性犬の平均年

齢は 12.0歳、陰性犬の平均年齢は 7.7歳、陽

性猫の平均年齢は 13.3歳、陰性猫の平均年齢

は 7.0 歳であり、陽性個体の平均年齢が高か

った。（表３） 

２）野生動物（イノシシ及びシカ） 

イノシシ 449検体中 91検体が陽性で陽性率

は 20.3％、シカ 30 検体は全て陰性、イノシ

シ、シカともに RT-PCR は全て陰性であった。

（表４） 

また、地域別では、西部、東部、南部の全

地域において陽性が確認された。（表５） 

３）産業動物（牛及び豚） 

 牛について、東海、近畿、中国、四国、九州

と人の患者発生地域で飼育された個体から採

取した 249 検体を検査した結果、全て陰性で

あった（表６）。 

また、豚について、近畿、中国、四国で飼育

された個体から採取した 215 検体を検査した

結果、全て陰性であった（表７）。 

４）リスクマップ作成 

１）、２）の愛玩動物及び野生動物の ELISA

法検査結果陽性であった個体の飼育場所ある
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いは検体採取場所をプロットし、徳島県の

SFTSリスクマップを作成した。（図１、２） 

さらに、SFTS感染予防のための啓発資料を

作成し、県内の病院、動物病院、動物愛護管

理センターに配布した（図３）。 

 

Ｄ．考察 

１）愛玩動物及び野生動物 

 愛玩動物については、県内の広い範囲で抗

体陽性が確認され、猫より犬の方が陽性率が

高かった。この結果について、猫の方が犬より

も劇症化しやすいとの報告があることから、

感染歴のある個体が少ないのか、室内飼いに

よってダニと接する機会の少ない猫が多かっ

たのかは、今回の調査では不明であった。 

イノシシについては、山地と居住地の境目

部分で捕獲されたイノシシから抗体陽性が確

認されていることから、人の生活区域まで

SFTSVの脅威が迫っていることが示された。リ

スクマップの作成によって、県内の SFTSV の

正確な分布を把握することが可能となり、こ

れに基づいて啓発資料を作成、配布すること

によってSFTS感染予防に寄与するものと考え

られる。 

 

２）産業動物 

 牛では、249 検体全て陰性であり、2011 年

の中国の患者発生地域における報告とは異な

る結果となった。この結果について、日本の家

畜伝染病予防法に基づく飼養衛生管理が有効

に機能していることが要因の１つと考えられ

る。具体的には、農場の出入り口付近に消毒設

備を設置し、車両や身体、持ち込む物品の消毒、

野生動物侵入防止柵などの設置、農場周辺の

雑草や林などの適切な管理、野生動物の餌と

なる死亡家畜の適切な保管及び管理が義務づ

けられている。これらのことが農場内にダニ

が侵入し、SFTSVに感染する機会を減少させて

いるのではないかと考えられた。 

豚の 215 検体全て陰性であったことについ

ては、豚は基本的に放牧しないこと、日本国内

で豚を飼育するためには、牛と同様に家畜伝

染病予防法を遵守する必要があることから、

やはり、ダニと接触する機会の少ないことが

要因ではないかと考えられた。 

 このことから、現在のところ、と畜場でのと

殺、解体時における SFTSV 感染リスク及び牛

肉、豚肉を介した消費者への感染リスクは低

いものと考えられた。 

 

Ｅ．結論 

県内では、イノシシにおける SFTSV浸潤率

が高い状況が判明し、近年、住宅密集地でイ

ノシシの目撃が増加していることを踏まえる

と、ダニ刺咬を避けるなどの感染予防対策を

含めた周知啓発の必要性が改めて認識でき

た。また、リスクマップの作成により、

SFTSVの分布を可視化し、県民へ周知啓発す

ることは、感染予防に高い効果が期待でき

る。さらに、SFTSV以外の動物由来感染症に

ついても愛玩動物、野生動物のサーベイラン

スを実施し、感染リスクを把握することが必

要である。 

 

Ｆ．健康危機情報 

 特になし 

 

Ｇ．研究発表 

１．論文発表 

特になし 

 

２．学会発表 

特になし 

 

３．講演会 

特になし 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

特になし 

 

２．実用新案登録 

特になし 

 

３．その他 

特になし 
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図表 

 

表１：愛玩動物の ELISA法検査結果 

種 検査数 陽性数 陽性率 

犬 1064 15 1.4 

猫 721 4 0.6 

合計 1785 19 1.1 

 

表２：愛玩動物の飼育市郡別の ELISA法検査結果（飼育市郡が判明している検体のみ） 

飼育市郡 
犬 猫 

検体数 陽性数 陽性率 検体数 陽性数 陽性率 

西
部 

三好郡 - - - 3 0 0.0 

三好市 1 0 0.0 16 0 0.0 

美馬郡 6 0 0.0 19 0 0.0 

美馬市 66 0 0.0 81 0 0.0 

吉野川市 52 2 3.8 30 0 0.0 

阿波市 59 0 0.0 38 1 2.6 

東
部 

名西郡 20 0 0.0 8 0 0.0 

板野郡 110 3 2.7 98 0 0.0 

鳴門市 74 0 0.0 38 0 0.0 

徳島市 417 5 1.2 220 3 1.4 

小松島市 88 2 2.3 70 0 0.0 

勝浦郡 12 0 0.0 13 0 0.0 

名東郡 - - - 7 0 0.0 

南
部 

阿南市 151 3 2.0 66 0 0.0 

那賀郡 1 0 0.0 - - - 

海部郡 5 0 0.0 9 0 0.0 

県外 1 0 0.0 1 0 0.0 

  合計 1063 15 1.4 717 4 0.6 
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表３：愛玩動物の ELISA法検査結果別飼育平均年齢 

 

 

 

 

 

 

表４：野生動物の ELISA法検査結果 

種 検体数 陽性数 陽性率 

イノシシ 449 91 20.3 

シカ 30 0 0.0 

合計 479 91 19.0 

 

表５：イノシシの採取市郡別 ELISA法検査結果 

（採取市郡が判明している検体のみ） 

採取市郡 検体数 陽性数 陽性率 

西
部 

三好市 39 2 5.1 

美馬郡 1 0 0.0 

美馬市 3 0 0.0 

吉野川市 12 2 16.7 

阿波市 32 3 9.4 

東
部 

名西郡 24 6 25.0 

板野郡 93 22 23.7 

鳴門市 88 38 43.2 

徳島市 31 10 32.3 

小松島市 5 2 40.0 

勝浦郡 37 1 2.7 

名東郡 12 0 0.0 

南
部 

阿南市 32 3 9.4 

那賀郡 16 1 6.3 

海部郡 12 0 0.0 

  合計 437 90 20.6 

 

 

年齢 全体 陰性 陽性 

犬 7.8 7.7 12.0 

猫 7.0 7.0 13.3 
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表６：牛の産地別 ELISA法検査結果    

産地 検査数 陽性数 

東海 8 0 

近畿 31 0 

中国 2 0 

四国 71 0 

九州 137 0 

合計 249 0 

 

表７：豚の産地別 ELISA法検査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図１：徳島県における SFTSリスクマップ（白地図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産地 検査数 陽性数 

近畿 8 0 

中国 50 0 

四国 157 0 

合計 215 0 

赤：イノシシ 

青：犬 

緑：猫 

赤：イノシシ 

青：犬 

緑：猫 
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図２：徳島県における SFTSリスクマップ（衛星地図） 

 

 

 
図３：普及啓発パンフレット 

 

  

  




